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く（54，0％），全体のなかば以上である。友だちとの関係

は（22．9％），母親との関係は23．1％と少ない。
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・…ざ尾他＝餓歳児の行動特徴．≧津

ある；とがしぱしぱであるδ、それが数の上で友だちの働

きかけに対する拒否節反応を多くしているといえる翁つ

ぎに，「母親とゐ関係でみ．ると
‘ 子機が母親壱鋤きかけ

るばあいは殆んど友好的であるが，・ 母親からの働きかけ

に対しては拒否的反応が多くなっている6・・これは，』母親

から子どもに働きかけるこ どは特殊な場面に限られ蔦か

らである。』つまり ，．母親から離して子 ど・もを集団の中に

入れようとする母親の講えに対して子どもが反携するた

めであると考えられる。保育者との関係では，、，自発的働

きかけ，』働きかけに対する反応ともに友好的反応が殆ん

どである。これは，保育場面廼対象児の発達に無理のな

い接し方、をrしている結果であろうδ ．政 』諮・：い

⑯・友だ駄邸畑ズなかかわりをま勲しセ1》が漸
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　母親は安全地帯であり，，1子ど もの行動の軸になづてい

る5 雌れていても存在を確認しており，うれ しいと報告

に行き，時おり休息や甘えに行くこ乏が多い。・A‘T．は，

母親がいつもの席から他へ移り，’・白瞬見えなくなづたこ

とで不安になり，、しばらく、母親から離れな1ぐなづたす ま

た，母親のとこ・ろ奏行くかわりに保育者に 「強マi 、．アソ

コニイル」と指さして言語で自分に確認する場面も見ら

れた。　　　　　　 　Jlくき1こ 壕孟 父’』一k博　2

漕方，，母親の方が；・子どもが鄭なってふり向いてば

かりいて，、遊んでい る子ども、と目が合づたりするとジ、：子

　どもは動揺した。あるいは母親が・ 「向こ1ケ尽行づ潅遊び

なさい』とつき離すと，子どもは不安定になり 〆よけい

母親にしがみついた。　　　　　　 』
1。気 』1、ll 訊　　∫

　㌔こ．2∫ン遊びの特徴，s　，・｝∴＝、ヂ』 ．ゴ　』∫・…』洗・語1△＼

　、三子どもたちの遊びを観察記録した中から，［2．歳児の行

動特徴をとりあげてみるよよく遊ばれる遊具はゴ1曳 「ビ魚

＿ルボ〔ル上rままごと」1・ rすべり台』灌瀦二鳶秘
　ネル」　「でんわ」　「穣木の汽車」　「絵本』1「ぬいぐるみ」

　歪あづたる二1の他レ．何と．なく・かけまわづ．たη語他の子に

　つ蟄て歩ぐなどの遊びも多かづたじ．遊びの申廼観察され

　た特徴とじては，①ぴどつり遊びが長っづぎじない， S②

　遊びを発展させられない，③ちょっ、としたこど矯も刺激

　になって遊びを中断してしまう，④もρや人にぶつかる

　；と…が多い，・⑤子ども同志で遊尋ない※1⑥保育者の働き

　がけがあると遊びがつづく1・⑦ひと、り遊び，ll平行遊びが

　多硲など頂ある♂l　J』、ヅ　バ」 ご．昼へ』・『1洋▽・1ン’・

つぎに，．具体的な遊び別に子昂の行動をあ』げてみ

る。　　　　　　　　　　　　　二 1ド ㌃』1』［く　』P

　ボールあそ．ぴ　　　　　　　　　　　　　　き誉『＞r　J岱

、1ト遊んでヤ・ても，』一他のより強い刺激に不ッとひか1れた

り，マころがしたボrヅレが≧どかないところへ入づてしま

ヶとそ こで遊びがきれたりする♂保育者の働きかけでボ

ールのやりとりを楽しむ6：、多ぐは，t’ひとりで持ち歩いて

いる。ひとりで投げては追いかけてひろう。 保育者が仲

立ちして他の子とボールのやりとりをさせると轟その場

ではできるが，保育者がζとばかけをやめ見てい逐だけ

では，やりとりをやめ質レまうr。一子ども同志では遊尽な

い。　　　　　、1 i．r．1・曳 シ『L寸ξ、 ぶ1、1 ㌦▽ い』S

　ままこと　　　「rトil・ご・㌻ひ、ヒ、ミ＝∴1・』・ ・ヨ＝』∴赦じ

子どもたちは、r館ごと」・が好き鴛木製のままごと

道具であそぶが役割はない6二ひと篁でお茶を注ぐなどし

ている。．・そして，、’．保育者礁さ し出すよぬいでうみの口に

あてて飲ませるぷ保育者に促されて友だちにあげるよし

かし，ざし出されると逃げる子ど も力雪ほとんどである。

大人に「オイジイ」，，’欧マィ、1・」）などと言づてもら恥た

がる。』1；、「’、汽亡く玉づン㎏1泌 蒙ネ七 ∵てi㌧ ♪　「一1∵｝・ぐこ 』一

　すべり台
　、すべる。、 ρみきの汽車をすび・り台の上から走らせる。・

ぬいぐるみをすべらせ．る諺さかさから登るよ他の子がい

てもかまわずすべ吻おサる。⊃．臼
rl ＝』．肖 ∵．8温（ノ’ノ
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れて壽も、しろがる子ど迩 もいる。rボー～レを追づて巾に入

り∫r ぐるのに夢中になづてボ『一ルを追い越してしぽ1う。

　でんわ　　　　　　　　 ・み・ ジ∵怠∴ さ11一ン

　　「モスモシ」fというLが会話はでき，ない6？・1人廼は結構

電話口らしくしゃべる5・！受話器をシ乾？一にして弓1うぱ

るボ駅のマイrグにみたたて「蚊暑ウガオカヶ上なξ≧く

　り返す。　　、二誘、二駅さ：蔽1 －1』浜 ・『 ∵ rl』いく’は

　つみきの汽車＝ぎ試迩一1捗 i1し・讐ぐ｝「ン・r・ノ1ン蛾’

　　1人で黙麦1と穣む。1、÷列匹長ぐ連ねてあそぶず他の子．

が作っておいてある積木をこわす。　　．1』’．、て』・、

　絵本　　　　・1　
曇ご

二珠準ぎ

　　「ホットケーキの絵本」をみて，ままごとのボ1麟hケ

　ーキを作る。　「自動車の絵本」をみて自動車の名前を言

　う。「うたの本」を見てうたう。保育者に読ん砥むらい

部分的に興味を示す。「ぐりとぐら」。を見て力添烹ラを

　食べるまね。といったように絵本から関遮むた行動をお

　こすことが多い。　　　　　l　l・一llへ（｝諏録：ぐ1シ

、・ 軍さレ・齢・ …昌1、冗励＼祖詣（虎1
　丸穴がなくなるまでさすよガヂャガテ痢かきまわす謙玉
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　をま『まご とに使づひ保育者の指導そ玉をきれいにさ して

　バースデーケーキにする。

　　ぬいぐるみ　　　　　　　　　　　　1心誉d、k｝；
、

　 入室・して母と離れるとき， 二ぬいくfるみを抱くrことが多

　く， 抱いていると気持ちが安定するらしい。iぬ駐ぐるみ

　にままごとで何か食べさせたりヂすべり台ですべらせた

　り・してあそぶことも多くみられる。一1 トす1「．

　が3ングルrプの課題活動ご 沈』1；路1烈！・・
「．，

ピ①隔おやう．＼』・ぢ r，r 1 1．、1い汁、』

　＜課題＞：∴ ＝いひ∵」　 ｛＿』』，て、r「 ＝il づ、1唱

鴇
　．．』二1』乙たくをするら1一いすを運ぷ◇1≧｝い．

　　2着席して自分のおしぽりで手をふく。

　　3保育者と一緒に手あそびをする。　　1δこ、ン1荻｝

　∫t4』「いただきます」をしてかち食べる。：、

　i　r5お茶のおかわりをはづきり言う』一1聾

　』6自分で1「ごちそうさま」を し宅から席を立つしD

・←おやうだということは第2回目には殆んどの子がすぐ

　『わかづ宅席にづいた。’、・」」 国、　l　rシ、・、

」6・自分めおしぽりがわかる子も多い。．＞読｝、 二
、、． 、

・手あそびは，気持ちでは参加しているがやらない子ど

　ももいる。　　　　　　　　　　　　　　　費qハて

・待つこ とはわかづているが待ち きれずにぢょ らと手が

　・出で許注意される とひっこめる6』，・〆ギいご

　ex、）E．S，は手はひざにおい更いたが，思わず口を

　お皿に近づける。　　　　　　　｛・）1い詞・一二．5『
・‘

自分に配られた手元のおやつを見ず1・泪に見えたおや

　・つにとびついてしまい，トどれが自分のでどれが友だち

　のかヂとは考えない。 手元のおやつをみえるよ1うにし

　てやるとはじめてわかる。　　　　　　　膏、＼．1

・ お茶のおかわりを，目で訴えぐ子どももいた。
．・』

・『「ごちそう1さま」をしなけれぱ遊べないことがわかづ

　てドあわててほおばったり1「もういらない」一と少ない

　おやつを残したりする子どもも見られた。　　・ 1ーン．、

・食べ終わって自分のお皿を片づけるとぎにまだ食べて
1’

いると、なりの子ども硯分までどんどん重ねズレまう子

　どももいた。　　　謬f ＼2・1
、』

二．ン』’』ご1、』．

　②　紙芝居　　　　　　　　　．　　 　短

〈課題＞二 ・〆 r二綜　』1 一．r、いり 1＼』、許くこ輝』＿

1いすを並べる5f∵聴l　l・』 1’ 写11。1・井 ’

ぺ2すわる6し縞塔 、訴㌧5．下’、』、

＝’瑠紙芝居を見る。；」以：バ、1 1　、一1、㌧ 』1．
・』．

く紙芝居の内容．＞：ごi・ilオ・1壕 1、

　④「わんわんちゃ・んj

　仔犬がちんちんをしたり，ビスケットを食べたり，
灘

を拾いに行6で水たまりでどろ、んこになづたりしてジシ

　ギタ4を浴び定ねんねすると恥うスト÷リーぴ』ζ

　 ◎β「こrぐまめこぐちゃん」1叉ヂ』，｝ 』ζr
』7、耳 1．こ

　　こぐまが交通事故にあい救急車で病院にいくが，た恥

　したごともなぐでミユカ島のブ1レゼ、ソ ／トを もらづてお山

　へ帰るというス」トーリー。　㌦㌧

　・紙芝居④と◎の2組を11回おきに行な』う轟：・

　・・保育者の誘いや呼びかけで， 並べられたいすにほとん

　、どの子どもはすわづたが， ・自分の遊びを続ける子ども

　、べもいた。F∵
ひ、

　み．緯芝居にさわろうとしたリジ褒を見にいζ うとして，

　前に出てぐる子どもが多い。 』、二

　・ビスケッ．トを仔犬に食べさせる揚面で，し T．Kはまま

　』ごとを走ってもってきてジ画面の犬にいっし：ようけん

　めい二「食べさせ」ていたぎ ト』・　：

〆ピ 『

　・④でf保育者が「お名前，』なんてつけようか」．』と書っ

　たのに対しても，　「ワン7・ン」 「イ ヌ’ l　J』といづた答

　が多く，なかなが名前がつけられないど、ンf　．己・バrノ

・④で，紙芝居を半分抜く場面では， 半分加くす意味が

　わからず，「あけて，あけて」 とかくれている半分を

　『あけたが った吻自分であけにきた』りすう詑許』1駅 1

「・1◎で〆ス翫一リ戸が追えず，1ミニカ｛の とごろ廼急に

　集中する子どもが多ぐ見られた。車の種類を「よく知写

　ている子どもは，次々、と名前をさけぶ。 r＝ 〆・ 、1禎飛

・「もう1回（やって）』 と要求しても， 2回目には途中
1一 遊びだしてしま うなど，持続的な集中は むずか，し

いo 1　㌧　
』一 　 　r 『1 』　　読

　2　グループ活動での変化
1）・グル」ブ活動のなかでの触児の行動を，、次の7

点について評価し，∴変化を追った．1 評価は3段階としポ
全91回を， ：前期（1～＄回）中期』（4～6．回） 後期（7
～9回）．に分けて検討した、

　①入室時の状態　　・． ・，▽
，‡｛、、 1

隔』、1

　入室時の状態を，（3、積極的，2，積極的でばな応が

天室する，q、曾』・いやがる）』の31段階で評価しためが第5

図である♂いやがる子どもは回を重ねるにつれ減少し諸

いるが，ら穣極的な子どもは特に増加していないポlrl、【

②気母子分離 1ぐ’ 　　　　　　　　　レ
』

母子分離の状態を』て3，安定，12！．不安定11 i離れら

れないジの3段階で評価したのが第 年、図である♂i後期に

なると・・離れられない子どもが減少転．安定じている予

どもが増加している6　、
．ゴ

，’ 、』昌』・一ド冠 1寒碍いン、1澱

㌧1・③、保育者との関係 r1、 一1▽
17『λ＝ll、ミ》』 ：』1⊃．

・保育者との関係は，一く3」やり とりがよく・でぎるダ24働

きかけ殖応じる嘉1㌧働きかけても応じない，さ逃げる）
、．

の3段階で評価した（第7図）。保育者との関係は前期の
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・グル回ブ活動での子どもの変化r

第5隅㌧ス室時ゐ状聾

凱翻

中朗

映跳■

　｛6．筋，

第6図

窮罵

1卜弼

㎜

“8．8％レ　篇．o％）
｛防．痴、

、

1砕，㈱
【陛5・㈱　　〔蕎・鰯，

四、砺 《”．‘％，

－

母子分離、

　6，225〕

第了 図　保育者≧の関係

酌踊

’中彫

妓誘

q3．5タ6｝ ｛輔，9％） 〔甲・鮒

｛”．o％》 悩．o％，

50、o％） （9｝．σ分

第8図　友だちとの関係、

．前蹴

1卜“

競防

俗』％ 〔56．3％1 15．6％

【器．0男 〔防．　レ 〔18，8％，

〔15、6飴 邸・2紛　． （3L禰

第9図
　 ｛914％》’

跨鵡

中罰

撫窮

おやつ

團い㈱
囮楓揮的で蜘赫螂1

□醐　・『

團顧ら鳩、
、zコ欄

口観

醜画画て脇じない郡る

［四触幌に航る』一、

□やり苧りがよ≦でさう

〔鰯， 遷略脚ない1

　　・彫2帥棚塀がそ磁りのしの』

　　【コや9と蟹よくで騒

L3，7％レ （，1．9紛

“2，5％｝
｛轟5メ》

ロ2＝5％，． 【凱5％，

》r 　　　　　、 』〆

第m図紙芝居

酊潮

㌣鶏．

．銭潮

囲鮮ない魅わ麟ない
、一

囮だい差いわかつて』画聯轡

ロ無嚇と幅一

錦11図遊 び

前窮

r中期

彼朋

1｛3、1％〕

　　　　　　，、

翻曝ど購駒 r．

囮齢鵬脇し藁材る
口よぐ研して霜敵‘・ザ

晒醇：とんど詠ない・

囮w燃る・いくらか寧＝

【コo禦翻区齢

間に変化をみせ， 中期以降はジ働きかけに応じない子ど

もはいなくなっている。

　④　友だちとの関係』ご、し向
、

1、1友だちとの関係はく3もやり一とりがよ ．くできる，2．か

かわりはあるがその場限りのもの　1．逃げる， 関心がな

疑）の3段階で評価した（第8図）。．、 これでみるよう、に，

友だち関係は回を重ねるにつれて， 1、1，が減少し戸3が増

加している。とくに後期にその変化が顕著である。1

　⑤1 おやつ

　おやっの場面での課題に’どれくらい応じられる2かを

（3．すべてちゃんとできる1 2．だいたいわかって恥る

が部分的にやる，1．わからない，待てない）の3段階

で評価したのが（第9図）である。
　はじめのころ，「おやつ」の状況あわからな‘・子2も

も，1～2回の経験でできるようになづており芦すべて

ちゃんとできる子どもが多く「なっている。、∴1q

　⑥紙芝居
紙芝居をどのくらいよく：観ているかを，ド （3．よく理解

，して集中している， 1♪2 』部分的に理解し，集中する。 　L

ほとんど関心なし， わからない）の3段階で評価したず

　（第10図） 』、
1 rr

G／ 　 ：
一＼1

　同・じ紙芝居を毎回く，り返しみせているが，’；の項目に

ついては，変化がみられなかづた。 はじめからよく集中

する子どもは，9回を通してよくみてお窮 関心のない

子ども 礪， 回を璽ねてもかわりなかづた。rつまゆ保育回

数の積み重ねより も個人差が大きいどいえる・　 ノ

　 ⑦．遊び
　遊びを（3．自分から遊びをみつけていく，充分に遊

ぺる，1、2政自分で遊ぶがすぐやめでしま・う・己他にっられ

でい ぐ， 王、三、ほとんど遊べない）の3段階で評価したの

が第U図である。

・1き 図でみる よう、に，r遊びでは， 後期になうて急速に遊ぺ

るようになうてきているのが明らカ》であ’る。ジ．信ぺ．1こ一、弓

　 2）．＝グルーブのメソバ｝の違いによる変化i述台∩1』1

　．同じ子ξもでも，そのときのメソ！∫勇の構成にじよ㌧づF

之，1行動が大きく変化する場合がみられた6斌 以 二－’し

　ex．工）　皿期の第1回目，のびのびどよく遊んだ』Sg』

N．．’と， MIMドは，1 2回目に前回休んでレ｛たゆi財1ンと

K』IK．が活発に遊びまわると， そめ勢いにおさ雅て消極

的になり ，、

S．N．はすぐ泣き声を出・しては母親にしがみ

つき，M』M．はすみにひっこんでしま・らた6｝㌃’∵曽｝ 1・＝

　醸12）1凋齢も商く，身体も大きく活動的なσ1痘♪ほ｝i・

　ズソバ」の 1人が母親に叱られて大泣きしゼいるのに影

　響ざれ，急にしゅんとして元熱がなくなう七じ妻ら先舘

　ex． 3） H．R．は，0，M．が泣いて）・勧を1じら簗見
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つめていて泊分も次蹴顔がゆ力書磁き顔にな旅しいこと，など腰因として挙げられ妨．
さらに，保育

ま；漏子ど・』状嵐、よ臨 1r

糞綴1製論畿・蹴㌘・
洞じ子ども紬⑳ときの調子によ・って働が変化　3）友だちとの関噸y・で㎜晒一’1嘗ごil慧
する こ とが見られた・1 ・へ

二1

乙∵団 　　第4図からも明榊よ彊醗穆麟ち脚
　　1ex慨皿期の後期』それま鴫蟹わか搬く遊的嘩2・けう鯉脚糟が鱗趣脚たと

べていた踊バ急にあれてきて しまい縄親にも保きに瞭反応であ逮獺醐麟を龍ゆ福こと
儲に働がつ力嚇かった＆r』：一 　が多い・こうした・うまくかカ》われ鰍況は乳

働きか
　　ex・勿　皿期の後期，ふだん活発でリーダ←的存在で　　けるときの未熟さ（ままごとで，何の呼びがげ’む一な

し
ある αMは’ かぜの熱齢たぱかりめとき・ いつもに・いきな伽ソを翻瀦出す）rど開連 して，急
とぢがい‘ バそをかいてはたびたび母親のどころへ甘えに働きか％れ腸合に緊張し，τ：鋤ぎ麺繊なっ

に行づた・△ r1」乙 〆・㌧ll二 1

“ …たり逃げ出して しまi鱒麟樋関勧未熟さ蕊1し
　　皿し・考

∴
婁・、．

囲い一
、．

　　麗癬讐灘無霧論離3轟姦義
恥対人縣の特衛［』』∫ r畑・一　　らがrすれちがいの友情」と名付けてい庶う1こ，1と1う

　　1）大人とのかかわりが・ 子どもどうしの関鰯多した状態は・友だち㈱；即吻駿≦肋神
麟撫なよう・　者とかかわる　子 な鷹灘濃・野I畢解

講総鱗臨慧量欝親灘辮欝灘辮象・磐
しているが・そ擬も友だちとかかわる量とほ鯛じでれかにぶたれた，など友だちと 、う

まくか㈱れ鱒凝
旗鷹蜜灘雑鶉扇欝誰織嚢誌磁鑑1篤姦繕凄讐叢認髪
は蜘鰭えられる8 　　　聾びに町レ》く懲｛i、脚讐鞭上嘆欝碧
轟賛獺難讐響鰐糠詩薯憂磁τ鷹㌔善薯綴護欝参乏：驚鷲繍

ξ1懸と吻槽、讐い囎であることについ導こむかつていることから囎できる麟遊難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びの切れ目にぶらっと畷のと ころ略ったり，卿し，

襯と「のかがわり についてセ好どもが要求を言語化いことがあったとき醜瓠醗塑薫膨さら
しな側母親に理鯉して槻るためゲ言葉が不必要に直接母親のそば今1ネ行かない力辮びの間脚1返ヤ

なこと・紘本観察揚面では・母親と卿て遊んでい rママドアソ4i噸回：1ζ騰雪膿鞭繊，
て・F”母働とこ雛行ぎたくなづたと・きのかかわりが多など硯られ，、2齢ζ囎堅蛍虹鰹騨麹ずも

翻鵬灘雛懸鑛鱗毒llど獅講隷で結ばれて1闘撫
マとが挙卿よう譲だちとの関蜘ま・何と呼ぴか　・）びとつの遊びカミ澤続きレな爬燦猟畷

けてよいかわ力嚇越なり行動でかかわろろとして　個嵯はある力雪，全体的徽と棚謎巌鴇嫌

騒二と蹴辱紺磁び」で・層二rルボールを謹まきていない．難昂て，遊砺がが歯颪鑓i戴
饗脚拠灘纏出すといった例から・もうかがわ固定拠やすく』 簸』廼璽饗猷撫iさせ
騒甥儲と：の騨では・他と嘱係に嫌して舗ていくの離しいため，同じことをくり返すうちに餅
的参⑳鯵鋤撫蜘ま・騒と違う・て備者はゲが減少していくことが考えられる．そめとき魑よ1幡

、購襟霧灘織醐驚真葎壽熱岩禦幣簿総驚隷灘驚簾
骸調購勲韻の内容で弟為ζ と・また一保いく・またボール避磯 亙お董蚕ζ1簸軸・
蹴饗合纒講署驚畿蓉1を難友寛慧」鷲聖ゑ蹴鵜麓讐惣講
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’星他；2歳児の行動特徴∵

の理解の弱さを示しひ多拷えられる．．さらに，・㌫いう：こと腰因と収考えられるざたとえば・ボ岡ルの

の汽車をつなげて熱心に積んでいる子ど糖
他の子にやηどり嫡ボrルを投げた1りけったりは出来て漸

うなげた部分をこわされても隅在自分力ζ穣んでいる，も大人なら受けて返してくれるがヂ子どもどうしではまだ

のでなければ怒りも麟ほとんど気にとめないというそれができないひう限界がある醜遊びの中で傭

現象は，ひとつの遊びの全体 （この例暢創汽車全体励嫉としていること薦えられるゲ・

の完成）をまとめあげる力鰯いこと蛎しているε峨　3グルーブの闘活脈つい℃じ 二

々が過節年にわたって行なってきた3就グルヴで　縄の理解は・ ・回の経験で』ほ甑どの子どもがよ

はi このよう賜合濃され燗の怒りは大きくボ臓く出来るよろ融6ている6 』これは課題が蒲子を並

児では，完成までゐイメ．〔ジを自分帥で持続できひべてお棚こする・恥ただきます」 をしてからおやつ

ることがうカ、がわれるじ』・　　一　　を食べるヂ すわづて縦居を観る〆といづた・』・具㈱行

2）蘇の狭さレニついて　　　　　動嘲するもの力沖心であり泊分の欲求をおさえる課

2歳児は，歩行が完成し∫ 走ったり脇だりする脚題は少ないこと・一おやつの纐鷲』 嫉子を目の前に

も持っている．しかし，本翻聯纏？まブい置いたらすく汀いただき捌二になるよう 配慮したた

たり，子どもどうしがぶつかることが多か凝．これめ・』欲求をおさえる課題としては容易であること訟ど

は，身のこなしが鋤魏の上から，・まだ不糊であるが要因として考えられよう諒た沸やつの顯で澱

のと．同蹴，興味の対象莇ると浸れ以外晒のは見や椅子を片づけることを覚え多』やりた力嚇どもが勤

えなく
なる，乱といった克えの狭さを示レていると考えらゆたがジその際にはだお菓子の昏まいっている他の子ど

れる． このことは，
た脚郡すべり台の緬を登るこもの器をかまわずかさねてしまったり湘の子どもがす

と｝こ鰍を持つと．これからすぺろうと
している子描わづている彫を鐸壱幽ぱろうとするなど誰びの

が上にいてもゼ．鮒かず鐙っかづたり，・』ト ンネルの纐からも報し硯え倣ぎが『二でもみられ陶
おふろ舶分もはい．り耐て，・他の子どもの手足を踏み　4紙芝居におけ娯味雄解について』軋

つけたり卿越えたり．してト×ネルのそぱまで行くとい． 縦居に対する餅と理解には個人差猷ぎいが・
3

ら腸面でもよく劾れている．また，ファ喜一トシネ歳児と鰍しぐストリ7力撒ず画醜あるもの

ノレに自分でボーノレ澱げ入れて取りにはいづたT，K，に部分的に反応する灘がみ1㈱る・また瀬鯛

が，1トソネノレにはいるとゼ 『こ んどはく ぐっ て出ることカ｛を・そのものとして楽 しむこ乏が理解出来ていない儲

働目標になり，取り断ったはずのボールの上をはらが・うしろからのぞいたり洋分ぬいた絵の残りを鞭

ぱ｝・で剰越え　き勝この特徴をよく示してめ1ろ㌶三鶏蹴験鞄鷲飼
　いると，思われる。

　．3）遊具が1こわれるこ雄つい．て』㌧ 　　1）適応　△・呂 い

　　3就グノレー邦鰍 して， 遊期こわれやす噸向　 確時の状況・母紛臨保儲との関係において

莇るこどはド
厳徽デ紹薩づいてはいなレ・が，同は，1はじめはなじめないが・二すぐ慣れていくの齢邸

じ遊貼伽してみ⑳騰で泌．木蜘汽報木，6ヂ7図などか秘わヵ翫初めての経験で・戸惑いが

ま
まごとなどはこわれないが瀟の栽力輔たり，・ブあるのはむしろ当嫌あろう誠だちとの関係はジそれ

ラスチジ哩縄話の難器幌れ畑すること壱瀕ぱらと同様にはいかず・1』後期になづてようやく灘猷な

んであった．この
こ．とは，2就の道欝遊具の扱い方っている・1それだけ該だちに脚るのがたし’駈筋

が不糊であることとともに，こうやづ筋こ棟る，るこ1とが考1えられる講た編駅9回までと》蒐う紛
とヤ、う見通しのないまま，おもしろければつられて無茶グルーブ渦の限界聯ど思われる・しかし沙しず

な扱いをする（たとえば，騙の受灘だ睦持ってシつでもグノレ7ブ剛卿で友だち抑関係ができていく

　ヤワー，シャワーと言って持ち歩き，電話の本体をひき　　ことは確認できた。

ずっていても鮒かないなど）といった特徴を示してい　2）緬渦における変イk誠即ついて

ると考えられる．　　　　　　　第9図から棚らかなように・初めてでわカ』らない課
　　4）子どもどうしの類の少なさについて　　題も・ほとん勘鐸もがすぐ理解できるようになる・

　　対人縣頒でも考察したように，子どもどうしの交これは・4縦居の餅と理解のところで考察したよ

流は少ない．これはうまくかかわれない，という関係でうに舗の難易度にもよるであろうが・今まで家庭で・

あることとともに，子どもどうしではうまく遊べないと自分の欲求をカミまんする鰍をあまりしていない2就
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　にとって，、こうしたグル轟ブ活動への参加は，必要かつ

　有効なものであることが考えられる6また，・紙芝居場面

　での態度に変化が見られなかったことはむ対象児の興味

　や弩解の個人差が固定していたためであ・り， 、集団の課題

　とは質的に異なるためである乙、・メ 、ン∫1、’、
ノ㌧・

　　3）状況の変化による動揺について軸ヤー頑Cぐ　ド

　　状況による同←児の変化の大1きざも， 特徴的であっ
　た6」 通常しつが ワしていて理解力め運動能力も進んでい

　る子どもが， 身体の調子や，・その場のち』よ方とした状況

の変化によづて一こうまで甘えん坊の泣き虫になれるの

かと 驚くほどの態度4）違いを示’した融こうした動揺の激

　しさもヂ 2歳児の特徴といえるのではないだろうか。1

　、4）母親の子どもを見る『目の変化鳥、

　”・対象児にとづての初めてのグル〔ゴ活動は母親にも大

　きな影響を与えた。たとえぱ，’ジぼ｛スしか飲まな6と

思うて》・た我が子が麦茶を飲んだ り， ：聞きわけがな くて

困づていた子どもが皆と〒緒にすわ？ておやつを待って

いるド母親「と離れないと思づていたけれどスム，ズに離

れてよ、ぐ遊んだ評など， 母親にと渉 ては“ 、子どもの成長
　　　　　　　　　　　　　ご　　りを初めて実感できる揚になった。こそ／して武9回にわたる

講座と他の子どもたちの行動を観察する機会を宵つこと

によづて・母親たちは，問題視して軒たわが子の行動

がド2歳児の発達的特徴であることを認知し1 精神的に
安定、し，，子どもを見るr目が変化してきたぷこの母親の態

度の変容が，，今後の子どもたちの成長にどりてゼ、大きな

役割を果たすごと ど予想される。．．・，

　以上，5．点にわたづて考察してきたが，・2歳児の特徴

をま≧めると次のよ、う なことが言えようぷ㌧・ ．硬

　a．行動の未熟さからくる混乱
　人間の基本的な動作や認識，”・害語が発達，してきた2歳

児は蒲獲得しだカを精いづぱい使づて行動す る。 、し か

しゴ どの面でも， 二 まだ未熟で不羅用であり，ン：粗雑であ

る。そのだめ』・・対人関係がうまく結器ず，∴ものや人にぶ

つがり・沿とつの目標ができると 他のこ、とがま，づ たく見

えなぐなる。 眉分でやる意欲，』つも、り、は充分あるのに，

現実の行動はそのように未熟であ惹ので1』、周囲と の間に

第16集

矛盾をおこし，混乱するのであろう。一従づてI 2歳児の

行動の未熟さは1 発達上必然的に起こ惹ものであ
り，』未

熟さからくる混乱を恐れて周囲の大人が事前に行動を止

めたリヂ先まわ、り．してやってしまうことは1『
2歳児の発

達にと．づてむしろマイナスになると考えるべきではない

だろうか6』

　bず・大人への依存「 ゴ　’旨　　 　 こ1』』
疋，

　対象児はi1 気持の変化や行動の区切1りごとに母親のも

とへかけもどづていく。 また，遊びあ中で1 常に保育者
の助けを要求し，ことぱかけを期待している。大人に保

護され・見守られていて，初めて醗が発揮越ていく

の も2歳児の特徴といえるであろう。 1　

「． ．s

V 結’ ぴ

　・2歳児のグループ活動の観察を通して， 2歳児の行動
特後を検討した。 、行動の未熟さ‘犬人との絆の強さ，』状

況に影響されやすいことなどグ）特徴がみられ，．「またドグ

ルんブ活動の中で対人関係， 遊び， 課題への理解などが

伸びていくことが見いだされた。逸歳児を理解するため

には，1回の観察や検査ではとらえきれないこと，”また

保育の方法としてヂ未熟さ「を問題視した窮、｝はやぐ じま、一

うずにさせようとあせったりせず，・子ども自身が未熟ざ

を乗り越えていけるよう．に手助けをする必要が／．ある
こ

と，，などをつけ加えておきたい。オらに， 今後鎗今回の

研究をもと．に，2歳児の特徴を追求していきたいと考え

る。
い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、』之
1

　　　　　　　　　〔参考文献〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3ド！ 1∫；“1 』

1）岡宏子他＝2歳犀，現代幼児教育Vo1．・7 Nσ14，

』安田生命社会毒業団（昭和52年） ゴ’

2）星美智子他：3歳児の興味と理解一紙芝居を通しで

　r，一 日本総合愛育研究所紀要第工4集．（昭和53年ン1、丸り

3）、田中昌人＝1，2歳児の発達的特徴，1、 2・歳児のた

めの保育の手引， 東京保育問題研究会乳児部会’、．眠

4ン長島瑞穂他＝1盈2歳児の保育， 「大阪保育運動セス
・タ・｛（昭和55年） ご・

，・ 二・∴’、、 lbl
｝．、

1（、　P｝“

』＞【　二『、 ・マr＞

一、　・　「ゴ、叉

1｝ r　　　　、

ル

P1／q

ご　　　　　’く

一264一一


